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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

この度、下記のとおり特別損失の計上をお知らせするとともに、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 26

年 4 月 4 日に公表した平成 27 年 2 月期（平成 26 年 2 月 21 日～平成 27 年 2 月 20 日）の業績予想を修

正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．特別損失の計上 

  

（１）減損損失 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき減損処理を行ない、73 百万円を計上いたします。 

 

 （２）その他 

   店舗の退店に関連する損失金等で、1百万円を計上いたします。 

 

 

 以上の結果、平成 27 年 2 月期第 2四半期会計期間において、特別損失として合計 75 百万円を計上い

たします。 

 

 

 

 

２．平成 27 年 2月期第 2四半期累計期間業績予想数値の修正（平成 26 年 2月 21 日～平成 26 年 8月 20 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 26 年 4月 4 日発表） 
4,860 △20 △11 △120 △10 円 98 銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 4,834 △22 △5 △133 △12 円 26 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △26 △2 6 △13 ― 

増 減 率（％） △0.5 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 26 年 2月期第 2四半期） 
4,936 △248 △226 △292 △26 円 80 銭 

 

 



３．平成 27 年 2月期通期業績予想数値の修正（平成 26 年 2月 21 日～平成 27 年 2月 20 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 26 年 4月 4 日発表） 
9,800 0 18 △200 △18 円 30 銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 9,800 0 25 △150 △13 円 73 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ― ― 7 50 ― 

増 減 率（％） ― ― 38.9 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年 2月期） 
9,924 △682 △630 △756 △69 円 27 銭 

 
 
 
 
４．修正の理由 

第 2四半期累計期間につきましては、春物商品の立ち上がりでは苦戦しましたが、例年より早めに

投入した夏物商品は順調に動きだし、機能素材を使った商品群などが牽引しました。一方で、局地的

な集中豪雨などの不安定な天候に見舞われたことなどで客数が伸びず、売上高は 4,834 百万円になる

見通しとなりました。また、営業利益及び経常利益につきましては、販管費において計画を超える部

分もありましたが、仕入れをはじめとした在庫効率の改善に注力したことなどにより売上総利益は堅

調に推移できたことで営業損失 22 百万円、経常損失 5 百万円になる見通しとなりました。さらに、

第 2四半期累計期間では特別損失として減損損失を 103 百万円計上（平成 26 年 6月 27 日発表「特別

損失の計上に関するお知らせ」参照）することなどから、四半期純損失は 133 百万円になる見通しと

なりました。 

第 3四半期以降につきましても、引き続き経営環境の厳しさは継続するものと予想されますが、通

期業績予想を経常利益 25 百万円、特別利益（和解金。平成 26 年 6 月 12 日発表「和解による建物明

渡請求訴訟の終結に関するお知らせ」参照）が発生することなどから当期純損失 150 百万円にそれぞ

れ修正いたします（売上高及び営業利益は変更ありません）。 

 

 

 

 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

ります。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場

合があります。 

 

 

 以上 


